
２
月
20
日
（
火
）
、
藤

枝
中
央
小
学
校
を
会

場
に
藤
枝
中
学
校
区
第

３
回
学
校
運
営
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
最
後
の
学
校

運
営
協
議
会
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
藤
枝
中
学

校
区
小
中
４
校
の
各
校

校
長
よ
り
学
校
経
営
評

価
と
来
年
度
の
構
想
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
質

疑
応
答
の
後
、
委
員
の

方
々
の
承
認
を
得
ま
し

た
。

・
生
徒
や
保
護
者
に
対

し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
生
徒
や

保
護
者
の
学
校
に
対
す

る『
満
足
度
』や『
信
頼

度
』が
良
好
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た『
藤
中
相
談
フ
ォ
ー

ム
』や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
登
校
支
援

教
室（
チ
ャ
レ
ン
ジ
ル
ー
ム
）

な
ど
生
徒
の
悩
み
や
不

安
に
対
し
て
相
談
で
き

る
人
や
場
所
が
あ
り
、そ

れ
ら
が
有
効
活
用
さ
れ

て
い
る
。

来
年
度
の
構
想

・
『
つ
な
ぐ
』
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
て
人
、
教
育
、
家

庭
、
地
域
、
学
校
を
つ
な

い
で
い
き
た
い
。

・
子
ど
も
た
ち
の
中
に
あ

る
主
体
性
を
引
き
出
す

こ
と
に
重
点
を
置
き
た
い
。

・
児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら『
学
校
が
楽
し
い
』

や
『
授
業
が
分
か
る
』に

対
す
る
高
評
価
を
得
ら

れ
た
。

・
保
護
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
『
あ
い

さ
つ
』に
関
す
る
項
目
が

改
善
傾
向
に
あ
り
、に
こ

に
こ
あ
い
さ
つ
運
動
へ
の
取

り
組
み
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。

来
年
度
の
構
想

・『
明
日
が
楽
し
み
に
な

る
学
校
』を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

・
そ
の
た
め
に『
心
づ
く
り
』

『
授
業
づ
く
り
』『
体
制
づ

く
り
』を
３
つ
の
柱
に
し
て

い
き
た
い
。

・
児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
、
友
だ
ち
同
士
の

関
わ
り
合
い
に
喜
び
を
感

じ
な
が
ら
授
業
に
向
き

合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

・『
に
こ
に
こ
あ
い
さ
つ
運

動
』や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
朝

の
あ
い
さ
つ
運
動
に
よ
り

地
域
一
帯
の
あ
い
さ
つ
の

輪
が
広
が
っ
た
。

来
年
度
の
構
想

・
自
分
よ
し
、
相
手
よ
し
、

み
ん
な
よ
し
の『
三
方
よ

し
』へ
の
理
解
と
定
着
を

さ
ら
に
進
め
た
い
。

・
子
ど
も
理
解
の
理
念

を
大
切
に
し『
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
』を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

・
教
職
員
の
連
携
や
協

働
を
常
と
し
、よ
り
多
く

の
教
職
員
が
チ
ー
ム
と
な

り
ひ
と
り
一
人
の
児
童
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

・
児
童
や
保
護
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
授

業
で
の
学
習
内
容
に
対

す
る
理
解
が
高
い
と
判

断
で
き
る
。

・
福
祉
活
動
な
ど
世
代

を
超
え
た
交
流
活
動
は
、

長
年
に
わ
た
り
大
切
に
し

て
き
た
活
動
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
だ
け
で
な

く
保
護
者
の
満
足
度
も

高
い
と
言
え
る
。

来
年
度
の
構
想

・『
子
ど
も
と
教
職
員
で

稲
葉
小
を
つ
く
る
』を
テ
ー

マ
と
し
て
い
き
た
い
。

・
そ
の
た
め
に
『
自
己
指

導
能
力
を
育
て
る
生
徒

指
導
』
、『
ひ
と
り
一
人
が

学
び
の
実
感
を
も
つ
授

業
』『
自
分
で
考
え
て
行

動
す
る
特
別
活
動
』に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

・
子
ど
も
は
家
庭
で
育
つ

こ
と
が
多
い
の
で
家
庭
と

学
校
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
く
と
良
い
の
で
は

な
い
か
。

・
発
信
だ
け
の
一
方
通

行
に
な
ら
ず
、
受
信
に
つ

い
て
も
工
夫
さ
れ
て
お
り
、

小
中
４
校
の
学
校
評
価

の
吸
い
上
げ
が
と
て
も
良

く
出
来
て
い
る
と
感
じ
る
。

・
ひ
と
り
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
る
学
習
や
外
国

人
講
師
と
の
英
語
の
授

業
な
ど
、
時
代
の
変
化
を

感
じ
る
。
地
域
と
し
て
も

バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

地
域
や
学
校
が
協
力

し
て
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
来
年
度
の『
に
こ
に

こ
あ
い
さ
つ
運
動
』の
日

程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
４
月
25
日（
木
）・
５
月

24
日
（
金
）・
６
月
25
日

（
火
）・
７
月
19
日（
金
）・

９
月
25
日
（
水
）・
10
月

25
日
（
金
）・
11
月
25
日

（
月
）・
12
月
20
日（
金
）・

１
月
24
日
（
金
）・
２
月

25
日
（
火
）・
３
月
17
日

（
月
）で
す
。

ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
新
聞

変
わ
り
ゆ
く
瀬
戸
川

藤
枝
中
学
校
横
を

流
れ
る
瀬
戸
川
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
多
く
の
生
き

物
た
ち
が
生
息
す
る

場
所
で
し
た
。
地
域
の

人
々
と
の
関
わ
り
も

深
く
川
漁
や
信
仰
の

対
象
で
も
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
昔
話
や
伝
説

も
残
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、
都
市
化
と
共
に

河
川
改
修
な
ど
が

進
み
、そ
の
様
子
は

一
変
し
て
い
ま
す
。

生
物
多
様
性
が
叫

ば
れ
る
今
日
、
今
一

度
身
近
な
瀬
戸
川

に
目
を
向
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
番
の
絶
滅
危
惧

種
は『
川
ガ
キ
』
、
川

で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

コラム

第
３
回
学
校
運
営
協
議
会

藤
枝
中
学
校

藤
枝
小
学
校

藤
枝
中
央
小
学
校

稲
葉
小
学
校

委
員
の
方
々
の
主
な
意
見

に
こ
に
こ
あ
い
さ
つ
運
動
の
日
程


